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１．はじめに
「令和 3 年版厚生労働白書」に示される通り、

2020 年は世界中が「新型コロナウイルス感染症
一色」であった（厚生労働省 2021：2）。福祉施
設においては、家族との面会を制限する措置や、
利用者同士の距離を保つなどの感染防止対策が講
じられた（厚生労働省 2021：105）。介護職員の
業務においても、手指消毒、こまめな換気、３密（密
集、密接、密閉）の回避、マスク着用などの感染
症対策が求められた。介護職員・看護職員・生活
相談員等を対象にした調査では、「心理的な負担
が大きいこと」「利用者やそのご家族と感染症対
策に対する意識に差があること」「衛生備品が不
足していること」等の不安が生じたいう回答が上
位を占めている（介護労働安定センター 2021：
28）。

本企画は、新型コロナウイルス感染症流行下
の介護福祉士の活躍を振り返ること、来場者の体
験を語りあうことを目的として実施した。当日は、
発表者6名、来場者16名の計22名での企画となっ
た。当日の写真については、個人が特定されない
状態に加工したうえで、主に発表者が映っている
ものを掲載した。

２．報告 －介護福祉士を対象としたアンケート
調査－

学内学会に先立ち、介護福祉士の体験を収集
する調査を実施した。調査対象者は、2018 年～
2022 年に本学介護福祉コースを卒業して、新型
コロナウイルス流行下で介護現場に勤務していた
介護福祉士 41 名を機縁法にて抽出した。調査期
間は 2023 年 9 月 1 日～ 11 月 30 日であり、調査
方法は Web アンケートによる無記名自記式質問
紙調査である。

調査にあたり、調査依頼文書にて調査目的・
主な調査項目・個人情報の匿名化・調査結果の公
表について説明し、調査趣旨を理解したうえで回
答すること求める『研究協力の同意』に関する必
須回答項目を最初に設置し、同意が得られた場合
のみ、それ以降の質問に回答できる形式として実
施した。

19 名から回答があり、回収率 46％であった。
回答は、回答者の想い・表現を最大限尊重するこ
とを重視し、最低限の項目整理に留めた。項目ご
とに複数の小見出しをつけたが、回答の文章は個
人情報を匿名化したうえで原文のまま記載した。

コロナ禍における介護福祉士の活躍
－当時の日々からわかること－

大学院博士前期課程 1 年 / 学部非常勤講師　長谷部　裕　美

中村病院看護部看護師 / 社会福祉学部 58 期 2018 年卒業　上　村　愛　美

社会福祉学部 58 期 2018 年卒業　春　日　　　聖

介護老人保健施設支援相談員 / 社会福祉学部 58 期 2018 年卒業　保　坂　美　沙

社会福祉学部 59 期 2019 年卒業　田　澤　彩　香

社会福祉学部 59 期 2019 年卒業　星　　　明　里
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自主企画分科会では、スライドを用いて調査結
果の一部を報告した（右図）。

（１）担当している、担当していたサービス種別（図１）

（２）担当している、当時担当していた介護に関する役職（図２）
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（３）苦労したこと、難しかったこと（表１）
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（４）楽しかったこと、嬉しかったこと、面白かったこと（表２）

（５）利用者と利用者家族のこと（表３）



－ 99 －

（６）感染症対策（表４）
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（７）研修や実習生受け入れ（表５）

（８）私生活（表６）
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３．意見交換 
自主企画分科会に来場した方々と、2 つのテー

マについて意見交換を行なった。個人情報に触れ
ない範囲で、以下に来場者の意見を掲載する。

（１）事前調査の報告に関する感想・質問・意見（表７）

（２）コロナ禍での生活（表８）
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４．体験企画『ガウンテクニック』
正しい防護服の着用方法を説明し、来場者に

も防護服を着用してもらった。また、歩く、しゃ
がむ、話すなどの動作をしてもらい、防護服を着
た状態での介護について簡易的な体験を行なっ
た。

５．まとめ、今後に向けて
事前調査においては、ネガティブな体験だけ

ではなく、楽しかったこと等のポジティブな体験
も収集することができた。また、感染症対策につ
いては、ユニット単位で職員を固定すること、ケ
アに入った職員を記録して濃厚接触者を特定する
資料とすること等の知見が集まった。

当日のグループワークでは、分散登校やオン
ライン授業では十分に学習できなかったこと、特
に実習・演習等の実技習得の機会が得られなかっ
たことが明らかになった。新型コロナウイルス感
染症流行下においては、多くの養成校が教育方法
の変更を余儀なくされ、十分な学習機会を提供で
きなかったであろう。しかし様々な制限が緩和さ
れた現在、当時の学生に対して、養成校はそのフォ
ローアップをしているのだろうか。今回の企画で
は、その実態は明らかにすることが出来なかった。

本企画は、ごく一部の対象者への調査に基づ
くものである。今後はさらに対象を広げた調査に
より介護現場の知見を収集し、後世に伝えること
が必要であると考える。また、当時十分に学習が
できなかった学生に対してリカレント教育の機会
などを提供していくことは、本学をはじめとする
専門職養成校の責務であると考える。
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